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最長寿国といわれる現在の日本では、高齢者向けの施設も年々増えており、そこではさまざまなレク

リエーションプログラムが実施されている1)。多くの施設で行われているレクリエーション活動は、グル

ープレクリエーションが主であり、他者との交流をもっという目的には適しているが、必ずしもひとり

ひとりのニーズに応じているとはいえない。サービスを受ける側が満足で、きるレクリエーションを支援

するためには、グ、ノレープレクリエーションだけでなく、個別レクリエーションのもつ特長を生かしたサ

ーピスこそが重視されるべきであろう 2)。

身体的または精神的などの障害により、レクリエーション活動への参加が制限されてしまう人に対し

て、生きがいを見出したり、生活の質を高めるための活動支援はまだ不十分である 3)。人それぞれ置か

れた状態は異なっても、その人を一個人として尊重し、「何ができるのか」、「できることをするJなど、

その人の残存機能に注目することでレクリエーション活動も幅広くなり、その人にあったレクリエーシ

ヨン支援ができるようになってくる 4)。

また、レクリエーション支援をする際、どのようなレクリエーション活動をすすめていくか、内容に

視点が向けられがちであるが、まずサービスを提供する側はそれを受ける側がどのようなリズムで生活

しているのか、という点も着目すべきである。というのも、ある程度定着している生活リズムの余暇時

間に、いかに有効的にレクリエーション活動を組み込んでいくかも課題のひとつとなるためである 5)。

この論文では、個別レクリエーションの必要性について論じるとともに、高齢者施設で行われている

1対1レクリエーション活動の紹介とその効果について、また施設職員らが個別レクリエーションを行

う目的や期待について話し合った内容を紹介する。

個人のニ}ズに合わせたレクリェーションの効果

高齢者施設で行われているレクリエーション活動の多くは、体操、風船バレー、ピンゴゲームなど「み

んなで楽しめる」集団的要素が強いが、レクリエーション活動とは本来、個々のレクリエーション主体

者のニーズが反映され、生活の満足度が向上されるものでなくてはいけない。そのため、サービスを提

供する側は一人ひとりの生活の満足度を高めるために「その人はどのようなレクリエーションニーズを

持っているのかj、「どのような楽しみのある生活を望んでいるのかJを把握し、その人に適したレクリ

ヱーション支援を心がける必要がある。グ〉レープになじめない人や参加拒否をする人に対して、「みんな

もやってるから」と無理にレクリェーション活動に参加させるのではなく、他の人が興味を示さない活

動でもその人が興味を持って取り組んでいる活動であれば、サービスを提供する側はそれを個人のレク

リェーション活動として受け入れ、支持すべきである。ここでは、自ら好むレクリエーション活動を通

して有効に余暇時間を過ごしているA氏について紹介する。
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A氏 (7 6歳男性)

社交的で、多彩な趣味を持つA氏であるが、グループレクリェーションへはほとんど参加せず、自室で

読書やテレビ鑑賞を楽しみながら余暇時間を過ごしている。 A氏は「みんなと一緒にレクリエーション

に参加しでもいいのだが、両手の硬縮が強く他の人たちのようにレクリエーションを楽しめなしリとい

う理由で、クツレープレクリエーションへの参加をほとんど拒否している。 A氏はリハビリを兼ねてと自

室にあるキーボードを使い、日頃から唱歌などを棟習している。グループレクリエーションのひとつに

カラオケが含まれており、 A氏に歌の伴奏を依頼したところ「みんなが喜んでくれるなら」と快く引き

受けてくれた。それまであまりグループレクリヱーションに関心を示さなかったA氏であるが「こんな

曲ならみんな知っているんじゃないかなjなど、他の人を考慮、しつつ選曲に協力してくれるようになっ

た。普段はグ、ループレクリェーションに参加しないA氏に、他者との接点ができたのは個別に取り組ん

でいたこのレクリエーション活動のおかげであるといえるだろう。

寝たきりや重度障害者、痴呆症への対応

近年、福祉施設をはじめとして、医療機関である病院で生活を送る高齢者も増加してきた。これに伴

い、老人病院などでは快適に生活を送ってもらおうとさまざまな工夫も施されている。しかし、寝たき

りや重度障害者、痴呆症の人に対しての活動支援は「食べる」、「寝るJ、「入浴するj、「治療するJなど

が中心であり、その他の活動はまだ軽視されがちである。彼らに対してレクリエーション支援をすすめ

る上で、職員体制の在り方に加え、レクリエーションサーピスを提供する側が受ける側のニーズをなか

なか把握できていない、というのもその理由のひとつであろう。

欧州で始まったスヌーズレンと呼ばれるものは、感覚を統合するために自分のレベルにあった適度の

刺激を与えていくという方法で、今までの生活に変化をもたらしていくと注目され始めている。寝たき

りや重度障害者でも外界からの刺激を体感することが可能であり、その残存機能に着目して小さくても

何らかの刺激を継続的に与えれば、彼らの生活の質の向上につながるといえる。例えば、寝たきりの高

齢者が自分の好きな音楽をベッドサイドで楽しめば、それはその人にとって十分にレクリエーションと

なりうる。また、傾眠傾向にある人に対して、新聞を読み聞かせればその言葉一つ一つは無意識のうち

にその人の神経システムのなかで感じ取られているのである。ここでほぼ寝たきりの状態で日常生活を

送っている B氏についての例をあげてみる。

B氏 (96歳女性)

入浴、食事以外はほとんどベッド上で過ごすことが多く、一日中傾眠傾向にある。肩に触れながら声

かけをすれば開眼することはあるが、しばらくすると再び傾眠傾向になってしまう。 B氏に対しては週

に一度、部屋を訪室し補聴器具を使用しながら新聞を読み聞かせたり、音楽鑑賞などの 1対1レクリエ

ーションをすすめている。調子の良い日は間し、かけに対しはっきりとした口調で返答することも見られ、

普段外界から疎外された状態にある B氏にとって、このように刺激を与えるというのはいい影響を及ぼ

しているといえる。
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施設で働く職員の多くが持つ共通の悩みのひとつは、痴呆症の人への接し方である。問題行動ととら

えられがちな奇声や俳個などは、その人なりに意味があることを理解しなくてはいけない。痴呆症の人

とコミュニケーションを図る手段として注目されるのは、アメリカのナオミ・フェイノレ氏によって提唱

されたバリデーションであり、「その人をそのまま受け入れるJというものである 6)。たとえば、子供は

空腹の時に泣き叫ぶことで自分の欲求を訴えるが、欲求が満たされればこの泣き叫ぶという行為は自然

とおさまる。痴呆症の人も同様で、奇声を発することで自分の欲求を相手に伝えようとするのだが、職

員はそれを単に問題行動として受け取りがちになってしまう。しかし、職員がその人の振る舞いをあり

のまま受け入れ共感すれば、その人は精神的にも安定した状態になり、痴呆症状が軽減することもあり

うる。ここではC氏の行動の変化を例としてあげてみる。

C氏 (73歳女性)

R常生活においてC氏は、車椅子に乗車しナースステーション前で過ごしていることが多い。 ADLは

一部介助で、自力にて車椅子の駆動が可能であり、頻繁に病棟内を移動している。一日のうち何度か自

室へ戻り、タンスの整理をするなど神経質な面もみられる。痴呆症と失語症があり、険しい表情をして

いることが多く、空腹時や何もしていないときでも突然、奇声を頻繁に発することもある。優しい芦で

話しかけ、アイコンタクトを保ち、相手の主張したいことを傾聴するといったバリデーションを用いた

コミュニケ}ションの充実を図りながら 1対1レクリエーションをすすめている。ある職員によると「最

近、 C氏の険しい表情も減り笑顔が多く見られるようになってきた。まだ奇声は時々聞かれるが前より

は減ったように見受けられるJと変化が生じたことが裏付けられる。また、以前C氏を含めた施設内の

高齢者が塗り絵をする機会があり、その時C氏の意外な一面を目の当たりにすることができた。普段周

囲に気がとられがちなC氏が塗り絵をしている聞は、長時間にも関わらず集中して取り組んで、いたので

ある。これには多くの職員も驚き、完成した作品を称賛されたC氏本人も喜んでいた。塗り絵を「楽し

し、」と感じたC氏にとってこれは本人のニーズに適したレクリエーション活動のひとつとなったといえ

る。

ひとりの時聞を有効に使ってもらえる支援

施設で生活する高齢者の一日の流れをみてみると、「食事Jr入浴」といった決められた時間以外は特
に何もせず、一人で過ごしている時聞が比較的長いことがわかる。自分の意思で自由な時間にレクリエ

ーション活動に参加できる人も数多くいる中で、時間を有効に使えていない高齢者が多いのは、彼らが

レクリエーション財(レクリエーション活動や場)の存在を十分に理解できていないといえる。コーへ

ン・マンズフィールドらは「何もしない時間」と「問題行動Jの関係についての研究を行い、その結果

として f(施設で働く)スタッフは飽きが問題行動の原因になっていると感じており、実際に何もしない

時間に問題行動が頻繋に起きているJと述べている 7)。

通所介護サービス 15施設から集まった職員を対象に行った勉強会でも、個別レクリエーションに対

して興味を示す人が多く、積極的な意見交換がなされた。ある職員によれば、施設で生活する高齢者に

限らず、デイサーピスを利用している高齢者も余暇時間を有効に使えていないのではないかというのだ。

彼らの中にはいったん家に帰るとすることがなく時間を持て余している人もおり、また、サービスを受
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けている時間帯でも入浴を待機しているときなど、何もしていない姿がたびたび見受けられるとのこと

である。グループレクリエーションが重視されがちな通所サービスでも、塗り絵やパズルなど個別レク

リエーションを導入することで、これらの現状を改善することにつながっていくと考えられる。職員の

中には、通所介護サービスを利用する目的のひとつは他者との交流をもつことであり、あくまでもグル

ープレクリエーションを中心にすすめていくべきだと主張した人もいる。しかし、デイサーピスで提供

される個別レクリエーションを通して、利用者は家庭における趣味の拡大を図ることができ、生きがい

を見いだすきっかけとなる。また、個別レクリエーションが周囲の人にも広まり、そこからグ、ループレ

クリエーションに発展していく可能性も十分に考えられる。

まとめと今後の課題

レクリエーション支援法としてグループレクリエーションが重視されがちであるが、個別レクリエ}

ションをすすめていくことはレクリエーション活動の基本的な理念とされる個人の生活の質の向上につ

ながるといえる。個別レクリエーションは障害の有無や度合いに関係なく、どのような人に対しでも個々

のニーズに合うようにアレンジされ、その人のベ」スで提供されるという利点も備えている。しかし、

個別レクリエーションを支援していくにあたり、少なくとも職員 1人が束縛された状態になってしまう

ため、レクリエーションを専門としている職員が少ない現場で、多くの人を対象に個別レクリエーショ

ンを確立していくのはなかなか困難である。

今後の課題として、個別レクリエーションに対して職員聞の理解がまだ不十分で、あるため、個別レク

リエーションがもたらす変化を、誰が見ても分かるような形で記録していくことが必要となってくる。

また、一個人に着目し、個別レクリエーションを通じてその人がどのように変化していくのか、個別レ

クリヱーションの重要性をさらに裏付けられるようにしていかなければならない。
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